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分担研究報告書   

 

肝炎医療コーディネーター養成と適切な配置に関して厚労政策指標班との連携 

研究分担者 考藤 達哉 国立国際医療研究センター 肝炎・免疫研究センター  

センター長 

 

研究要旨 

【背景】2016 年、肝炎対策基本指針の見直しがに行われた。同指針では、肝炎ウイルス検

査の受検、肝炎ウイルス陽性者の受診・受療、専門医療機関・肝炎診療連携拠点病院等（以

下、拠点病院）による適切かつ良質な肝炎医療の提供というスキームの中で、肝硬変又は肝

がんへの移行者を減らすことが目標と設定されている。【方法】肝炎医療指標、自治体事業

指標、拠点病院事業別に指標案を作成し、デルファイ法によるコンセンサス形成から指標を

確定する。【結果】肝炎医療（33 指標）、自治体事業（21 指標）、拠点病院事業（20 指標）

を確定した（事業主体別指標抄を参照）。【結語】肝炎医療コーディネーターの養成数、配置

状況に関する指標を確定した。次年度、自治体事業指標の運用の中で肝炎医療コーディネー

ター事業の課題を明らかにし、本研究班との連携から改善方法を明らかにする。 

 

Ａ．研究目的 

2016年、肝炎対策基本指針の見直しがに行

われた。同指針では、肝炎ウイルス検査の受

検、肝炎ウイルス陽性者の受診・受療、専門

医療機関・肝炎診療連携拠点病院等（以下、

拠点病院）による適切かつ良質な肝炎医療

の提供というスキームの中で、肝硬変又は

肝がんへの移行者を減らすことが目標と設

定されている。しかし上記スキームの実施

現状調査によると、受検率、肝炎ウイルス陽

性者のフォローアップ、肝炎医療コーディ

ネーターの養成と適正配置など、十分では

ない課題が指摘されている。 

 今年度は肝炎等克服政策研究事業「肝炎の

病態評価指標の開発と肝炎対策への応用に

関する研究班（指標班）」との効果的な連携を

通して、特に肝炎医療コーディネーターの養

成と配置に関する改善方法を明らかにするこ

とを目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

肝炎医療指標、自治体事業指標、拠点病院事

業別に指標案を作成し、デルファイ法によ

るコンセンサス形成から指標を確定する。

肝炎医療コーディネーター養成数、配置状

況に関する指標案は自治体事業の中で作成、

検討した。 

 

Ｃ．研究結果 

指標作成者により提案された指標を班内部

で相互検討し、検討委員（専門家、自治体担

当者、患者団体代表者等）に提案した。指標

検討会議においてデルファイ法に沿って指

標妥当性のコンセンサスを形成した。現時

点で肝炎医療（33 指標）、自治体事業（21 指

標）、拠点病院事業（20 指標）を確定した（事

業主体別指標抄を参照）。平成 30 年度の各

実施体における指標運用方法を検討してい

る。 
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【成果】 

 

 

Ｄ．考察 

本研究班（江口班）との効果的な連携のた

めには、先進的な自治体での成功例を応用

可能な形に一般化することが重要である。 

 

Ｅ．結論 

 平成 30年度には、各自治体で肝炎医療コ

ーディネーターに関連する指標を運用し、

解析結果を基にして自治体別に課題と改善

方法を見出すことが重要である。 

 

Ｆ．研究発表  

１．論文発表 

なし 

 

２．学会発表 

なし 

 

Ｇ．知的所有権の取得状況 

なし 

１．特許取得 

なし 

２．実用新案登録 

なし 

３．その他 
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